
【資料２】
柏市地方創生総合戦略指標管理一覧
※柏市民意識調査等，隔年調査や数年間隔の調査による効果検証は，当該年度ではなく直近調査結果を（継続して）採用します。

年度 数値 単位 数値 単位 年度 数値 単位

1
純移動数
（転入者数－転出者数）

千葉県毎月常住人口 企画調整課 H26 1,923 人 3,875 人

内訳として，転入22,779人（昨年度比+263），転出18,904人（昨年度
比+330）となっており，合計3,875人（昨年度比▲67）となっている。
大字毎増加数（4月基準）では，若柴・柏の葉6丁目・豊四季・光ヶ丘
2丁目・小青田5丁目の順に多い。要因には，北部地区における区
画整理事業を背景とした利便性向上とともに。ICT活用による学習
活動の充実や都市公園リニューアル事業の推進など住環境の整
備，柏駅周辺のまちづくりを推進するUDC2と連携した賑わい創出
による魅力向上に向けた取り組みが挙げられる。

H31 3,000 人

2
市内主要観光エリア流動人
口
(4月休日）

地域経済分析システム
（経済産業省）

商工振興課 H27 2,346,500 人 2,443,800 人

そごう柏店閉店（H28.9）の影響により，柏駅周辺地区の流動人口
が減少している一方で，「セブンパーク・アリオ柏」のオープン
(H28.4)や手賀沼アグリビジネスパーク推進事業等が，手賀沼周辺
地区の流動人口増加に寄与しているものと考えている。
※数値について，2017年6月時点地域経済分析システムを活用

H32 2,700,000 人
「かしわインフォメーションセンター運営事業」を中
心に，市の情報発信による認知度・魅力向上，来
街者への案内機能強化を実施。

3
市内に立地する駅の1日平
均乗車客数

柏市統計書
（各鉄道会社資料）

交通政策課 H25 297,968 人 310,955 人

柏の葉キャンパス駅，柏たなか駅の増加数が顕著なことから，北部
地域の区画整理事業による人口増加が数値上昇の要因と考える。
今後の課題としては，鉄道の利便性向上，鉄道駅のバリアフリー
化，交通結接点機能の向上等が必要と考えられる。

H31 300,000 人

4
手賀沼・東部地区流動人口
(4月休日）

地域経済分析システム
（経済産業省）

商工振興課 H27 661,300 人 918,800 人
「セブンパーク・アリオ柏」のオープン(H28.4)や手賀沼アグリビジネ
スパーク推進事業等が，手賀沼周辺地区の流動人口増加に寄与
しているものと考えている。

H32 760,000 人

5
柏の葉地区の人口
(10月1日現在）

北部整備課調べ 北部整備課 H27 10,180 人 15,306 人
土地区画整理事業の進捗に伴い，土地活用が進んだことによっ
て，人口増加に繋がったと考える。

H31 14,121 人

6 住宅支援制度数 企画調整課調べ 企画調整課 H27 1 制度 2 制度

市営住宅の子育て世帯向けに，入居の優先的措置を図る「市営住
宅子育て世帯向け期限付入居事業」及び市街化調整区域における
戸建て住宅等の建築を特例的に認める「優良田園住宅の建設の
促進事業」の2制度がある。制度適用が市営住宅に限定されている
ことから，市内全域への制度浸透や効果の波及という点において
今後検討の余地がある。

H31 3 制度
住宅支援制度として，「市営住宅子育て世帯向け
期限付入居」事業及び「優良田園住宅の建設の
促進」事業を推進。

基本的方向
２　新たな魅
力を持った
中心市街地
の実現

7 歩行者通行量（休日）
中心市街地活性化

基本計画に係る調査
中心市街地整備課 H26 181,471 人 215,855 人

柏駅東口Ｄ街区の再開発事業により商業機能，文化交流機能，居
住機能など多様な機能を有する複合施設が整備されたことから，
居住人口の増加に加え，来館者同士の交流や新たな利用者層の
開拓が促進され，当施設に面する通りの歩行者通行量が大幅に増
加している。

H31 190,545 人

基本的方向
１　都市部・
郊外それぞ
れの地域資
産を活用し
た賑わいの
創出

基準値（平成27年度） 目標値

基本目標１
柏市への新しい人
への流れをつくる

平成30年度　市の自己評価
（指標結果に影響があったと思われる取り組みや課題）

平成30年度評価
No 評価項目 出典

指標進捗管理部署
（主管課）

※進捗報告及び分析に関する事務の担
当
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【資料１】
柏市地方創生総合戦略指標管理一覧
※柏市民意識調査等，隔年調査や数年間隔の調査による効果検証は，当該年度ではなく直近調査結果を（継続して）採用します。

年度 数値 単位 数値 単位 年度 数値 単位

8 合計特殊出生率 千葉県健康福祉部 企画調整課 H26 1.29 1.35

数値は昨年度同様で推移。県平均（1.32）を若干上回り，且つ東葛6市に
おいては流山市（1.62）に次いで高い水準である。背景には，子育て世
代包括支援センター運営事業を中心とした妊娠・出産・子育て期間にお
ける切れ目のない事業の実施や，保育園整備，交通網整備，柏駅賑わ
い創出など複合的な住環境整備が要因になっていると推察される。

H31 1.35

9
年少人口（0～14歳）
（10月現在）

住民基本台帳 企画調整課 H26 53,911 人 54,661 人

数値は昨年度比323増である。背景には，市立柏の葉中学校の開校（平
成30年4月）による学ぶ環境整備（市内中学校数21）や，学校図書館を
活用した学習活動推進事業など学ぶ意欲と習慣を育む事業の取り組み
が要因であると推察される。
一方，今後は緩やかに減少する傾向にあり，2035年には47,245人まで
減少が予測されることから，環境を含めたきめ細やか且つ複合的な支
援体制の構築が課題となる。

H31 53,424 人

10
妊娠・出産について満足して
いる者の割合

柏市母子保健計画
／健やか親子２１

地域保健課 H28 69.3 % 74.3 %
柏市妊娠子育て相談センターを設置し，保健師等専門職による面談を
妊婦全員に実施。妊娠から出産・育児まで切れ目のない支援を行った。
センター従事職員の人材確保と育成が課題。

H31 70.0 %

11

地域活動・ボランティア活動
に参加したい人のうち，参加
したい活動内容として「子育
て支援活動」を挙げた人の
割合

柏市まちづくり推進のた
めの調査

子育て支援課 H24 12.6 % 13.3 %

子育て応援情報紙「touch」の制作や配布を通じた子育て支援に関わる
ネットワーク事業，「はぐはぐ☆子育て応援フォーラムの開催等を通じて
子育て支援の必要性の啓発が進んだ。また，子どもの貧困や虐待と
いった社会的課題がクローズアップされ，子どもや子育てへの支援に意
識が向く方が増えたことも影響したと思われる。

H31 14.3 %

子育て支援者の育成・ネットワーク事業による子育て支援
員研修の実施，子育て応援イベント「はぐはぐ☆子育て応
援フォーラム柏」の開催（実行委員会），情報誌「touch」の
制作を行い，子育て支援の担い手となる支援者の育成と
子育てを支える環境づくりを推進。

12
子育て仲間が「いない」と回
答した割合

柏市子ども・子育て支援
事業計画策定に係るニー

ズ調査
子育て支援課 H25 16.9 % 22.4 %

地域子育て支援拠点の開設や親支援プログラムの開始などにより，乳
幼児親子が気軽に交流できる機会を増やす取り組みを行っている一方
で，拠点や事業開催地に地域的な偏在があることや，特に北部・中央地
域の流入人口のうち，結婚や出産を機に転入し，間もないことで，地域
になじみがない方が多いことが考えられる。

H31 14.3 %

はぐはぐひろば（地域子育て支援拠点）及び児童センター
を市内計20箇所（はぐはぐひろば2箇所，児童センター4箇
所，保育園併設14箇所）整備し，子育てに係る相談受付や
講座実施，情報提供，未就学児親子の交流促進を図って
いる。

13
「教育環境の充実」に対する
市民満足度

柏市まちづくり推進のた
めの調査

学校教育課 H28 29.7 % 30.7 %

前回調査比１％増と大きな変化は見られなかった。
その要因としては，
①教育環境の充実を問う設問に対し「分からない」との回答が依然半数
近くに上ること
②主要施策である学力向上や，いじめ・不登校等に関する児童生徒へ
の支援に対しても，教育環境の充実に対する賛否者いずれも低い評価
となっていること
から，取組に対する認識不足または実際に取組の不足が考えられる。
ついては，これらの取組を始め学校教育における人的支援配置やICT
の利活用など柏市の教育環境の優位性について広く市民に対し分かり
やすい広報に努めるとともに，取組内容についても常にそのニーズや効
果を測りながら進めていく必要がある。

H31 34.0 %

HPや「かしわエデュ」など小冊子の発行による積極的な情
報発信と，市立公立小中学校におけるICT機器整備，非常
勤一般職など人的支援施策を実施し，目標値達成に向け
取り組んでいる。

基本的方向
２　子育て関
連施設の充
実

14
認可保育園等の入園保留者
数

保育整備課調べ 保育整備課 H27 41 人 141 人

施設整備や入園案内等の結果，平成３0年４月１日時点において国基準
の待機児童数は4年連続でゼロになったものの，入園保留者数は増加
した。引き続き保育利用定員の増加に注力し，入園保留者数の減少に
努める。

H31 0 人

国補助制度を活用し，私立認可保育所等の整備による定
員増加の推進（平成30年度新設4園（幼保移行含む），店
員増1園）や，小規模保育事業A型の整備（2園）により，増
加する保育需要に対応。

基本的方向
１　子どもの
育ちと子育て
を支える体
制の充実

基本目標２
柏市の若い世代の
出産・子育ての希
望をかなえる

平成30年度評価 平成30年度　市の自己評価
（指標結果に影響があったと思われる取り組みや課題）

目標値
No 評価項目 出典

指標進捗管理部署
（主管課）

※進捗報告及び分析に関する事務の担
当

取組事業
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【資料１】柏市地方創生総合戦略指標管理一覧
※柏市民意識調査等，隔年調査や数年間隔の調査による効果検証は，当該年度ではなく直近調査結果を（継続して）採用します。

年度 数値 単位 数値 単位 年度 数値 単位

15 市内従業者数 経済センサス 商工振興課 H24 132,541 人 144,210 人

関係機関と連携し，創業支援事業や既存市内事業者
に対する経営支援，就労支援等の実施により，総合的
に産業の活性化を図った。(評価数値は平成28年度経
済センサス）

H31 140,000 人

16 市内事業所数 経済センサス 商工振興課 H24 11,588 件 12,017 件

関係機関と連携し，創業支援事業や既存市内事業者
に対する経営支援，就労支援等の実施により，総合的
に産業の活性化を図った。(評価数値は平成28年度経
済センサス）

H31 12,000 件

17 荒廃農地面積 荒廃農地調査 農政課 H26 8,271 アール 5,088 アール

千葉県による荒廃農地の定義見直しのため，基準値と
比較すると大きく減少しているものの，定義見直し以降
荒廃農地面積は増加の傾向にある。(H28　4560.2アー
ル，H29　4631.0アール）

H31 7,700 アール

18 誘致企業数 商工振興課調べ 商工振興課 H26 0 件 11 件

大規模技術展示会へのPRブースの出展，連携協定を
締結している地元金融機関との情報交換等を通じて，
市のPRや進出希望企業の動向把握に努めた。(H27～
30 計41件)

H31 50 件

本市の優位点である交通利便性や大学・産業支援機関などの集
積という特徴を活かした市PR活動（展示会出展，マーケティングリ
サーチャー事業推進）や企業立地奨励金事業の実施による新規
立地企業の獲得を推進。累計は目標値に近づいており，指標達
成に一定の効果あり。

19 企業間連携のコーディネート数 商工振興課調べ 商工振興課 H26 9 件 10 件

商工会議所会員をはじめとする地元企業と繋がりを持
つ専門人材（インキュベションマネージャー）の活用に
より，市内企業間のマッチングを促進した。(H27～30
計36件）

H31 75 件
「柏市インキュベーションマネージャー事業」を推進し，市内事業
者や支援機関等の訪問を実施。産学官連携の推進や技術マッチ
ングの機会創出を図っている。

20 認定新規就農者 農政課調べ 農政課 H26 4 人 7 人
研修里親農家支援事業，新規就農支援事業といった
補助金を交付している。

H31 10 人
青年の就農意欲喚起を図る研修や就農直後の農家に対する所
得確保を支援する資金交付事業の実施を図り，知識及び資金面
から次世代農家人材の確保・育成に取り組んでいる。

21
農商工等連携事業計画の
認定又は他産業との協働に
よる商品化件数

農政課調べ 農政課 H26 1 件 2 件
この他に，農商工連携ではなく農家自ら商品化を行う６
次産業化事業が６件あった。

H31 5 件

アグリ・コミュニケーションかしわ委員会（平成25年度設立）におい
て，農業者や商業者が協働で柏産農産物のPRを行うなどの取り
組みを実施し，マッチングの促進や事業PRを図っている。また，
数値には表れないものの，市内を中心に柏産農産物を使用する
飲食店は増加しており，農業者自ら加工する6次産業化も増えて
いる。

基本的方向
２　地域で支
える持続可
能な農業づく
り

基本的方向
１　戦略的な
企業誘致と
生産・販売
力の向上

基本目標３
柏市の産業を活性
化し安定した雇用
を創出する

No 評価項目 出典 取組事業

　　　　　　　　　　　　　・・・　目標未達指標

　　　　　　　　　　　　　・・・　数値低減を効果とする指標

指標進捗管理部署
（主管課）

※進捗報告及び分析に関する事務の担
当

基準値（平成27年度） 平成30年度評価 平成30年度　市の自己評価
（指標結果に影響があったと思われる取り組みや課

題）

目標値

132,541  

138,449  

144,210  

126,000
128,000
130,000
132,000
134,000
136,000
138,000
140,000
142,000
144,000
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15  市内従業者数 

数値 

目標値 
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16  市内事業所数 

数値 

目標値 

8,271  
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17  荒廃農地面積 

数値 

目標値 
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18  誘致企業数 

数値 

累計 

目標値 
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19  企業間連携のコーディネート数 

数値 

累計 

目標値 
4 
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7 7 
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20  認定新規就農者数（累計） 

数値 

累計 

目標値 

1 1 

0 0 

2 2 2 

0

1
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5

6

基準値 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

件
 

21  農商工等連携事業計画の認定又は 

他産業との協働による商品化件数（累計） 

数値 

累計 

目標値 



【資料１】柏市地方創生総合戦略指標管理一覧
※柏市民意識調査等，隔年調査や数年間隔の調査による効果検証は，当該年度ではなく直近調査結果を（継続して）採用します。

年度 数値 単位 数値 単位 年度 数値 単位

22
市内は住みやすいと考える
市民の割合

柏市まちづくり推進のた
めの調査

企画調整課 H28 84.1 % 84.5 %

「住みやすい」と回答した理由として，「買い物など生活に
便利である」「公共交通機関の充実」「自然環境の良さ」
「通勤・通学の便利さ」といった項目が上位に挙げられて
いる。背景には，カシワニクルやジャンボタクシー事業の
市民への浸透や高柳駅東口整備事業など交通利便性の
向上，UDC2を中心とした中心市街地における誘客イベン
トの開催などが考えられる。

H31 85.0 %
中心市街地活性化への取組，柏北部東地区土地区画整理事業，高柳駅
整備事業などを中心に，市内全域の住環境整備や利便性向上を推進す
ることで指標割合の増加を図っている。

23 交通事故発生件数
柏市統計書

（柏警察署資料）
交通施設課 H26 9,878 件 10,731 件

交通事故件数は，人身事故及び物損事故件数の合計
で，人身事故は減少したが物損事故が増加したため大き
な増減は見られなかった。

H31 9,000 件

「交通安全教育実施」事業において，保育・幼稚園児，小・中学校などを
対象とした交通安全教室の実施や，高齢者の交通事故防止を啓発する
出前講座など，交通事故予防の啓発と危険性の理解を促す取組を実
施。件数増加抑止に寄与している。

24 刑法犯認知件数
柏市統計書

（柏警察署資料）
防災安全課 H26 4,110 件 3,200 件

安全安心まちづくり推進事業を着実に実施した結果，３，
２００件と前年より減少し，４年連続の３，０００件台を維持
した。しかし，振り込め詐欺等の特殊詐欺被害は減ってい
ないのが現状で，その対策は喫緊の課題であると認識し
ている。

H31 4,000 件

25 柏市民活動団体数 協働推進課調べ 協働推進課 H26 280 団体 397 団体

平成２８年５月のパレット柏の開業に伴い，柏市民公益活
動団体の活動拠点が充実したことに加え，市民活動団体
向けの講座やイベントなどソフト事業との相乗効果によ
り，団体数増加に繋がったと考えられる。

H31 411 団体

柏市民交流センター（パレット柏）の管理運営及び市民活動サポートコー
ナー（同施設内）において，市民活動団体に対する各種相談対応，情報
発信，イベント・講座の開催を実施。市民活動団体数は年々増加してお
り，同取組が指標割合増加に効果を発揮している。

26 支援による就業決定者数
商工振興課（福祉政策

課）調べ
商工振興課 H26 42 人/年間 41 人/年間

協議会単独での支援実績としては目標を下回っている
が，柏市シルバー人材センターに90名を新規に繋ぐなど，
協議会会員間の連携を通じ，高齢者人材の活用促進を
図っている。

H31 80 人/年間

高齢者の就労・社会参加の促進を目的に，55歳以上の高年齢者を対象
とした人材活用促進事業を実施。雇用者側には求人票の開拓及び啓発
補助，就労者側には就業セミナー・HPを利用した情報提供や相談窓口の
開設を提供。

27

柏市の住みやすい理由として「道路
や公園などが整備されている」+「治
安が良く安心できる環境がある」＋
「災害が起きても安心できる環境が
ある」と評価する割合の合計

柏市まちづくり推進のた
めの調査

都市計画課
・防災安全課

H28 42.5 % 42.7 %

住みやすいと考える理由として，「災害が起きても安心で
きる環境がある」が9.1%，「治安が良く安心できる環境があ
る」が14.2%であり，その２つの項目の合算で評価。前回調
査時と比較し，両項目ともに住みやすい理由として考える
割合は変わらない。

H31 43.5 %

治安維持及び災害対策事業として，「柏市振り込め詐欺等被害防止等条
例（平成28年4月）」「柏市客引き行為等禁止等条例（平成29年6月）」を施
行し，警察署などと連携した治安維持活動を実施，加えて地域防災計画
に基づく防災行政無線や防災備蓄倉庫等の整備，防災講習会などを実
施。

28
柏市の住みやすい理由とし
て「公共交通機関が充実し
ているから」と評価する割合

柏市まちづくり推進のた
めの調査

交通政策課 H26 32.2 % 32.1 %

今後は，公共交通空白地域において，既存バス路線の再
編を基軸に，ジャンボタクシーやカシワニクルの見直しを
図り，地域特性を踏まえた持続可能な交通網を形成して
いくことが課題となる。

H31 37.0 %

柏市地域公共交通活性化計画を中心に，市民のバス利用意欲向上やノ
ンステップバス導入促進を図っている。また，乗合ジャンボタクシー（平成
26年度運行開始）や予約型相乗りタクシー「カシワニクル」（上記同）など
乗合旅客自動車運行事業を推進し，公共交通機関の充実を図ることで
指標割合は増加している。

基本目標４
時代に合った地域
をつくり，安心な
暮らしを守るとと
もに，地域と地域
を連携する

No 出典
指標進捗管理部署

（主管課）
※進捗報告及び分析に関する事務の担

当

評価項目 取組事業

　　　　　　　　　　　　　・・・　目標未達指標

　　　　　　　　　　　　　・・・　数値低減を効果とする指標

基本的方向
２　安全・安
心，便利で
暮らしやす
いまちづくり

基本的方向
１　多様な主
体によるまち
づくりの推
進・連携

基準値（平成27年度）平成30年度評価 平成30年度　市の自己評価
（指標結果に影響があったと思われる取り組みや課題）

目標値

84.1 84.1 

84.5 

83.5

84

84.5

85

85.5

％
 

22  市内は住みやすいと考える市民の割合 

数値 

目標値 

（ｎ＝１８１１） 
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23  交通事故発生件数 

数値 

目標値 
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24  刑法犯認知件数 

数値 

目標値 
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25  柏市民活動団体数 

数値 

目標値 
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26  支援による就業決定者数 

数値 

目標値 

42.5 42.5 
42.7 
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％
 

27  柏市の住みやすい理由として「道路や公園などが整備されている」+「治安が良

く安心できる環境がある」+「災害が起きても安心できる環境がある」と評価する割

合の合計 

数値 

目標値 
（ｎ＝１５３１） 
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28  柏市の住みやすい理由として「公共交通機関が充実して

いるから」と評価する割合 

数値 

目標値 

（ｎ＝１５３１） 


